
３ 市町村立学校等への対応 

（１） 児童生徒の心のケア 

イ スクールカウンセラーの緊急派遣等 

（イ） 県内スクールカウンセラーの緊急派遣 

宮城県臨床心理士会の協力を得て，３月 17 日から要請のあった小・中学校や避難所に県内ス

クールカウンセラー（臨床心理士等）の緊急派遣を行った。平成 24 年２月３日までの派遣実績

は，16 市町へ延べ 309 人であった。 

【県内スクールカウンセラー緊急派遣実績】(H23.3.17~ H24.2.3) 

 

【県外】県外カウンセラーをのべ１，４８０名派遣した。（２月３日現在） 

 

（ロ） 県外スクールカウンセラーの緊急派遣 

市町村名 派遣期間 学校数 のべ派遣人数 備 考 

女川町 3/17･18,3/22･23･24 ２校 １０人 避難所宿泊 

多賀城市 3/25･26 ７校 ２７人  

山元町 3/25･26,3/28･29,4/5,4/12 ４校 １８人  

亘理町 3/31，8/29,9/5,16,10/3,7,17,21,24,31,11/7,11,21,28,12/5 

9,12,19,1/16,20,23,30,2/3 

２校 ２６人  

塩竈市 3/31(2),12/21 ２校 ３人  

富谷町 4/5 １校 １人  

大和町 4/12 １校 １人  

大崎市 4/18,25,27,5/2,9,11,16,18,23(2)6/1,6,8,15,20,22,27,29, 

7/4,6,11,13,9/8,15,22,29,10/6,13,20,27,11/10,17,24 

３校 ３３人  

栗原市 5/12,13,16,17,18，6/23 ８校 ９人  

石巻市 

 

5/10,11,13,17,24,25,31,6/7,9,14,16,21,23,28,30,7/5,8,12 

14,19,21,8/23,9/1,2,8,9,12,14,15, 28,29,10/3,5,7(2),11 

13,17,19,20, 21,24,25,31(3),11/7(2),8,11(2),14(2),17,21 

22(2),24,28,30,12/1,2,5(2),9,14,15,19(2),20,21,22,1/10, 

11,16(3),18,24(2),26,30,31,2/1 

１０校  ８４人  

角田市 6/2,6/6,1/20  ２校   ３人  

気仙沼市 7/7,14,21,8/25,9/1,8,13,15(2),22,10/6,12,27,11/11,7,12/1 

8,15,1/19,26,31,2/2 

４校 ２２人  

名取市 8/24,31,9/5,6,7,14,20,21,27,28,10/4,5,6,13,17,18,19,26, 

11/2，7,9,15,16,21,29,30,12/1,5,13,14,15,19(2),21,1/11, 

12,16,18,25,26,30,2/1 

  ３校  ４２人  

東松島市 9/5,7,21,30,10/5,26,11/2,16,24,30,12/5,14,21,1/6,11,13, 

18,25,2/1 

 ３校  １９人  

南三陸町 9/14,28,10/12,26,11/9,12/5,14,1/11,2/1  ２校   ９人  

村田町 12/12,1/20 １校 ２人  

１６市町 合計 ５５校 ３０９人  



沿岸部の被災地においては，当初予定のスクールカウンセラーの派遣回数が尐ない学校もあっ

たことから児童生徒，教員が相談できる体制づくりを早急に行うことが必要と考えた。 

４月 22 日，文部科学省に「宮城県へのスクールカウンセラーの緊急支援派遣協力依頼」にて

要請し，一般社団法人日本臨床心理士会の協力を得て，県外のスクールカウンセラー（臨床心理

士）の緊急派遣を行った。 

５月 10 日から平成 24 年２月３日まで延べ 1,480 人を沿岸部の小・中学校に派遣した。 

第Ⅰ期は，県教育委員会が市町村教育委員会の要請を受け，被災学校へ派遣し，第Ⅱ期以降は

各学校の要望を踏まえ派遣を行った。 

・ 第Ⅰ期 ５月 10 日から６月 17 日まで 11 市町，94 校へ派遣 

  支援県（18 県）／兵庫県，三重県，福岡県，島根県，山口県，山形県，石川県，山梨県， 

愛知県，福井県，群馬県，徳島県，岐阜県，宮崎県，滋賀県，長崎県， 

長野県，愛媛県 

・ 第Ⅱ期 ６月 21 日から８月４日まで 11 市町，43 校へ派遣 

支援県（22 県）／兵庫県，三重県，福岡県，島根県，山口県，山形県，千葉県，石川県， 

山梨県，愛知県，福井県，徳島県，岐阜県，宮崎県，滋賀県，長崎県， 

長野県，愛媛県，神奈川県，京都府，香川県，岡山県 

・ 第Ⅲ期 ８月 23 日から 12 月２日まで 11 市町，28 校へ派遣 

    支援県（15 県）／兵庫県，福岡県，島根県，山口県，三重県，山形県，石川県，山梨県， 

愛知県,岐阜県，宮崎県，滋賀県，愛媛県，千葉県，東京都 

・ 第Ⅳ期 12 月５日から平成 24 年３月 30 日まで８市町，35 校へ派遣 

支援県（16 県）／兵庫県，福岡県，島根県，山口県，三重県，山形県，石川県，山梨県， 

愛知県，岐阜県，滋賀県，愛媛県，千葉県，東京都，神奈川県，長野県 

※石巻市教育委員会では鳥取県から独自のルートで支援をいただいている。 

※２月上旬以降追加派遣として，大崎市，山元町，石巻市が文部科学省と日本臨床心理士会との委託 

契約方式のルートを活用し，直接臨床心理士の派遣を実施している。 

 ※「１学期の県外スクールカウンセラー等派遣に係る成果と課題」（文部科学省児童生徒課調査９月実施） 

・スクールカウンセラーが派遣された学校の評価 

「よかった」５４％，「どちらかといえばよかった」３６％，合わせて９０％がスクールカウンセラ

ーの派遣について前向きに評価している。 

・スクールカウンセラーの活動に対しての学校の評価 

「教育相談」８５％，「コンサルテーション（指導・助言）」７３％，「教職員に対する心のサポー 

ト」６７％の順に評価が高かった。 

・今後の課題 

「同じスクールカウンセラーの継続配置」，「教職員等との共通理解・連携」が挙げられ，夏休み以

降の第Ⅲ期緊急派遣(8/23~11/30)については，各学校の要望を踏まえ派遣を行った。 

    

（ハ） スクールカウンセラーの通常配置 

・ 従来通り全中学校 150 校（仙台市を除く）に配置した。 



・ 平成 23 年度は新たに広域カウンセラーを全 34 市町村（仙台市を除く）に配置し，域内のす

べての小学校に対応している。 

・ 平成 23 年４月 14 日に宮城県スクールカウンセラー連絡協議会を開催し，東日本大震災心理

支援センター髙橋哲氏を講師に緊急対応に係る研修を行い，共通理解のもと４月 15 日から活

動を開始した。 

（ニ） 各教育事務所（地域事務所）の専門カウンセラーの配置 

・ ７教育事務所（地域事務所）に各１～２人配置し，４月１日から勤務を開始した。 

・ 平成 23 年度より相談日を倍増し，教育相談及び域内のスクールカウンセラーのスーパーバ

イズを行うとともに，緊急対応として域内の小・中学校の巡回相談等も行っている。 

・ 教育事務所（地域事務所）ごとに域内の実態に応じ，緊急対応のためのスクールカウンセラ

ー研修会等を２回程度実施した。 

 

ロ 心のケアに係る他県からの支援 

全国知事会を通した他県からの人的支援を受け，沿岸部 13 市町の小・中学校に養護教諭等を延

べ 890 人派遣した。 

各県とも，３月に先遣隊を派遣し，現地の状況とニーズを把握して支援に当たった。刻々と変化

する現地の状況に合わせて，心のケア，避難所の衛生管理，学校の再開，保健室の整備等の支援を

展開した。 

【他県からの人的支援】（震災後～H23.6.2 まで） 

県名 派遣期間 派遣先 のべ派遣人数 職種 支援内容 

兵庫県 

（アース） 

3/16~18, 

3/22~24,3/23~25 

南三陸町，気仙沼市 

岩沼市，東松島市，石巻市 

３６ 教員等 学校再開，心の

ケア 

徳島県 3/19~4/23 女川町，石巻市，多賀城市 ２１０ 養護教諭 心のケア 

秋田県 3/24~5/31 石巻市 １８１ 養護教諭 心のケア 

愛媛県 3/26~5/29 七ヶ浜町，山元町 ２８６ 養護教諭 心のケア 

東京・千葉 4/3~6/2 気仙沼市，南三陸町 １２３ 臨床心理士 心のケア 

群馬県 4/10~4/26  沿岸南部 ２７ 臨床心理士 教職員心のケア 

公立学校共済組合 4/ 6~4/22 沿岸北部  ２７ 臨床心理士，医師等 教職員心のケア 

  合  計 ８９０   

 

ハ 心のケアに係る研修会の開催 

宮城県内の心のケアに当たる人たちを支援することを目的に，ケア・宮城（※）と県教育委員会

の共催で，「子どもの心を支援する教師のための研修会」を実施した。教育庁内各課の連携を図り，

教育庁全体で「子どもの心を支援する教師のための研修会」の開催を推進し，５月下旬から９月上

旬まで 40 回実施した。 

10 月からは研修内容を変更し，震災後半年の状況を踏まえた研修会の開催を推進し，「第２回子

どもの心を支援する教師のための研修会」として 10 月上旬から２月中旬まで 18 回実施した。 

※一般社団法人日本学校心理士認定運営機構宮城支部，一般社団法人日本臨床発達心理士認定運営機構東 



北支部，宮城県臨床心理士会の有志により構成された団体 

【研修会実施内訳】 

・ 市町村単位の実施／延べ 14 市町で実施（義務教育課担当） 

・ 学校（園）単位の実施／延べ 34 校（園）で実施（スポーツ健康課担当） 

・ 県教育委員会開催／３回（教職員課担当：初任研指導教員研修，２年目研修，幼稚園初任研修） 

・ 私学関係の実施／４回（私学文書課担当） 

・ その他開催／３回（町職員研修，保育所・児童館職員研修，岩手県保健師・養護教諭研修） 

◇研修会の評価 

アンケート回答を踏まえた，参加人数総数は２，２６０人（教員１，５３０人，保護者６７２人， 

児童５８人）であった。評価としては，「参加してよかった」６３％，「楽しかった」６１％，「内容が 

分かりやすかった」６５％等という結果で，概ね所期の目的に沿った研修会ができた。 

 

ニ スクールソーシャルワーカーの活用 

平成 23 年度当初から，13 市町に 13 人のスクールソーシャルワーカーを配置し，域内の小・中

学校からの要請を受け活動している。学校を中心に，市町教育委員会，保健福祉等関係機関による

個々の児童生徒に関するケース会議を立ち上げ，連携を図り，家庭や児童生徒への支援を展開した。

また，被災により震災遺児・孤児を含めた様々な問題を抱えた児童生徒が増加し，スクールソーシ

ャルワーカーの緊急配置が必要となり，文部科学省の「緊急スクールカウンセラー等派遣事業」を

活用し，配置スクールソーシャルワーカーの活動を拡充するとともに，新たに石巻市へ２人の追加

配置を行った。 

平成 23 年度配置 13 市町 

    （当初）角田市，柴田町，塩竈市，岩沼市，多賀城市，大和町，大崎市，涌谷町，栗原市， 

        石巻市，女川町，登米市，気仙沼市 

        13 人任用（うち精神保健福祉士の有資格者８人） 

（追加配置）石巻市２人任用（うち精神保健福祉士の有資格者２人） 

 

ホ 課題 

           東日本大震災後，目の前のことから現状に応じた緊急対応を行ってきたが，児童生徒の心のケア 

    については，長期的・継続的な展望をもち事業展開を図る必要がある。 


